
































2016 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学　マス・コミュニケーション学科教授　計量経済学，国際情報通信学（博士）



























の 知 能 を 実 現 す る 人 工 知 能（Artif ic ial 





















それを上回る「超人工知能」（Artif icial Super 
Intelligence/ASI）は，「強い AI」と呼ばれる［西
垣 16］。






















































































































































































































界の人口が 90 億人超となるが，その 3 倍のヒト
型ロボットが労働していると予測されている。






















































































































カテゴリー 内容 現状 ドラえもん ナウシカ
基礎知覚
匂い、味 1 ５ ５
体性感覚（触覚、痛覚、温度ほか） 3 ５ ５
筋肉感覚・平衡感覚 3 ３ ５
聴覚（音程、音質、空間把握ほか） 4 ５ ５
視覚（色、形、位置、動きほか） 4 ５ ５
対象認知 対象を理解、区別する（特徴認識） 3 ５ ５注目する（attention） 2 ５ ５
感情
恐怖、喜び、やる気、ストレスほか 1 ５ ５
共感 1 ５ ５
理性的判断 N/A ５ ５
学習
特徴を覚える 3 ５ ５
関係を覚える 4 ５ ５
記憶を引き出す 4 ３ ４
知識
一般的な言葉 4 ４ ５
常識 2 ４ ５
教養、専門知識 4 ３ ４
意味の理解
単語、文章の理解 2 ３ ４
コンセプト理解（哲学、化学式など） 1 ２ ４
メカニズム、仕組みの理解 1 ３ ４
意図の理解（識別） 2 ４ ４
状況の総合的理解（識別） 2 ４ ４
美しさの評価（識別） 1 ３ ５
推論・予測 展開、シナリオの予測 5 ４ ４定量的な予測 5 ３ ４
表現
思考の言語化 2 ５ ５
分析、考えの図表化 2 ３ ４
音楽、絵画などの芸術表現 1 ２ ５
問題定義
疑問、課題認識を持つ 1 ４ ５
問題を定義できる 1 ４ ５
必要な概念を生み出せる 1 ５ ５
メタ認知
多元的かつ全体観のある視点 1 ４ ５
本質に気づく 1 ５ ５
ひらめく（セレンディピティ） １ ４ ５
分析
現象を構造的に整理・把握 1 ３ ５
分析設計・軸出し 2 ３ ５
分析の実行 2 ４ ５
課題解決
オプション出し 1 ４ ５
評価・判断・意思決定 2 ４ ５













カテゴリー 内容 現状 AI の遺電子 となりのロボット アトム
基礎知覚
匂い、味 1 ５ １ １
体性感覚（触覚、痛覚、温度ほか） 3 ５ １ １
筋肉感覚・平衡感覚 3 ５ ３ ５
聴覚（音程、音質、空間把握ほか） 4 ５ ５ ５
視覚（色、形、位置、動きほか） 4 ５ ５ ５
対象認知 対象を理解、区別する（特徴認識） 3 ５ ５ ５注目する（attention） 2 ５ ５ ５
感情
恐怖、喜び、やる気、ストレスほか 1 ５ ２ ２
共感 1 ５ ３ ２
理性的判断 N/A ５ ４ ５
学習
特徴を覚える 3 ５ ５ ５
関係を覚える 4 ５ ５ ５
記憶を引き出す 4 ５ ５ ５
知識
一般的な言葉 4 ５ ３ ５
常識 2 ５ ２ １
教養、専門知識 4 ３ ３ １
意味の理解
単語、文章の理解 2 ５ ２ １
コンセプト理解（哲学、化学式など） 1 ４ ５ １
メカニズム、仕組みの理解 1 ４ ５ １
意図の理解（識別） 2 ５ ５ １
状況の総合的理解（識別） 2 ４ ５ １
美しさの評価（識別） 1 ４ ２ １
推論・予測 展開、シナリオの予測 5 ５ ２ １定量的な予測 5 ５ ４ ３
表現
思考の言語化 2 ５ ３ ３
分析、考えの図表化 2 ３ ５ ２
音楽、絵画などの芸術表現 1 ３ ２ １
問題定義
疑問、課題認識を持つ 1 ５ ３ ２
問題を定義できる 1 ５ ４ ２
必要な概念を生み出せる 1 ５ １ １
メタ認知
多元的かつ全体観のある視点 1 ３ ３ １
本質に気づく 1 ３ ２ １
ひらめく（セレンディピティ） １ ５ ３ １
分析
現象を構造的に整理・把握 1 ５ ３ ２
分析設計・軸出し 2 ３ ３ ２
分析の実行 2 ３ ２ ３
課題解決
オプション出し 1 ３ ３ ２
評価・判断・意思決定 2 ３ ３ ３
取りまとめ 1 ５ ３ １
※「レベル」は 5 段階評価（［5］が進んでいる，［1］が遅れている）
※これらの業務を行うであろう一般的な大卒レベルの人を想定　※ N/A=Not applicable











のが，表 1 および表 2 である。表 1 で扱った作品
は過去の大作「ドラえもん」「風の谷のナウシカ」






































































































































































































表 7 に，マンガで描かれる人工知能「AI の遺
伝子」の特徴をまとめた。




文明人 ( 旧人類 ) が数多くの戦争を繰り返した結果、人間が生きることが出来なくな
るほど大気汚染は深刻化し、汚れ切った大気を浄化することで、再び人類が住める
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 14 に，マンガで描かれる人工知能「アトム 
ザ・ビギニング」の特徴をまとめた。
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（2） CGI とも言われる。1969 年，MAIG という会社がコ
ンピュータで IBM のテレビ CM を製作した。1973 年
には映画「ウェストワールド」が公開され，ロボット
の視点で世界をシミュレートするコンピュータの 2D
映像が登場した。
（3） 「初音ミク」は，クリプトン・フューチャー・メディ
ア株式会社が開発した，歌詞とメロディを入力して誰
でも歌わせることが出来るソフトウェアである。大勢
のクリエイターが「初音ミク」で音楽を作り，インタ
ーネット上に投稿したことにより，人気となった。「初
音ミク」は「キャラクタ」としても注目を集める。
（4） 「モーフィング」と呼ぶ技術である。
